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令
和
５
年
３
月
31
日
に
初
め
て
「
筑
後

川
遺
産
」
登
録
を
行
っ
た
「
城
島
酒
蔵
も

の
が
た
り
」
と
「
田
主
丸
・
祭
り
の
賑
わ

う
里
～
地
域
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
、

実
物
資
料
や
関
連
パ
ネ
ル
に
よ
り
紹
介
。

会
期

令
和
５
年
９
月
23
日
（
土・祝
）

　
　
　
～
12
月
10
日
（
日
）
10
時
～
17
時

会
場

六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
筑
後
川
遺
産
と
は

久
留
米
市
内
に
は
、
悠
久
な
る
大
河
筑

後
川
の
恩
恵
に
育
ま
れ
た
歴
史
遺
産
（
文

化
財
）
が
数
多
く
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
遺
産
に
歴
史
や
文
化
を
背
景
と
す

る
物
語
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
様
々
な
物
語

企
画
展
「
筑
後
川
遺
産-

城
島

の
酒
蔵
・
田
主
丸
の
祭
り-

」

筑
後
川
遺
産

〈メインストーリー〉
　良質な米と豊かな水に恵まれた城島では、｢東の灘

な だ

、西の城島｣ と称されるほど
酒造りが盛んです。
　江戸時代に始まった酒造りは、明治になると販路拡大のため、地元杜

と

氏
う じ

の養成や
三潴酒造研究所を開設するなど品種改良に取り組みました。そして、試行錯誤の末
｢ 暖

だ ん

地
ち

軟
な ん

水
す い

仕込み｣ を確立し、城島独自の酒造技術の普及に成功しています。蔵元
の多くは、そこで生み出した財を地域のインフラ整備や人材育成に使いました。
　酒造りの発展が、城島の地域産業（農業、瓦造、木工業）や文化芸術を育て、酒
造りがまちづくりにつながり、今でも見事な 甍

いらか

の酒蔵や酒造り関係の産業遺産が
多く残されています。

団体：久留米市西部ツーリズム協議会
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で
つ
な
が
れ
た
歴
史
遺
産
の
関
連
が
「
筑

後
川
遺
産
」
で
す
。

●
筑
後
川
遺
産
登
録
制
度
と
は

市
内
に
所
在
す
る
固
有
の
歴
史
的
背
景

（
ス
ト
ー
リ
ー
）
で
関
連
付
け
ら
れ
た
歴

史
遺
産
の
ま
と
ま
り
を
「
筑
後
川
遺
産
」

と
し
て
登
録
す
る
も
の
で
す
。
地
域
や
行

政
な
ど
、
多
様
な
人
た
ち
が
参
加
し
て
、

歴
史
遺
産
の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
む
た

め
に
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
令
和

３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
初
登
録
！
２
件
の
筑
後
川
遺
産

令
和
４
年
度
に
、
久
留
米
市
西
部
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
お
よ
び
田
主
丸
・
未
来
創

造
会
議
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
「
筑
後
川
遺
産
」

の
登
録
申
請
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
有
識
者
か
ら
な
る
久
留
米
市
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
協
議
会
に
よ
り
審

査
さ
れ
、
久
留
米
市
の
歴
史
文
化
の
特
徴

を
表
し
、
そ
の
価
値
が
市
民
に
共
有
で
き

る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
令
和
５
年
３
月
31
日
に
「
城
島
酒

蔵
も
の
が
た
り
」
と
「
田
主
丸
・
祭
り
の

賑
わ
う
里
～
地
域
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
２
件
が
、
筑
後
川
遺
産
に
初
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

筑
後
川
遺
産

〈メインストーリー〉
　田主丸は７km 四方の狭い範囲に、耳納連山の山辺から筑後川の水辺まで変化に
富んだ自然と豊かな田畑が広がります。そのような環境のもと、年間 200 を超え
る祭り（神事や伝統行事）が、自然・産業・地域社会に支えられ受け継がれていま
す。日本が育んできた伝統的なＳＤＧｓと言える祭りが田主丸には集中して引き継
がれており、ほかには代えられない価値を有しています。

〈サブストーリー〉
・夜

よ ど

渡　・厄
や く

除
よ

け風止め　・町祝い ( ゑびす様 )　・神迎えの堂
ど う ご も

籠り
・獅子舞と獅子打ち　　・虫追い祭

団体：田主丸・未来創造会議


